
（１）人称・数に応じた文末の変化 

 カチン語は、人称・数に応じて文末の形が下記のように変化する。 

 

1 人称単数（Ngai：私） 用言語幹 + nngai. 

2 人称単数（Nang：あなた） 用言語幹 + ndai. 

3 人称単数（Shi：彼、彼女 etc.） 用言語幹 + ai. 

1 人称複数（Anhte：私たち） 用言語幹 + ga ai. 

2 人称複数（Nanhte：あなたたち） 用言語幹 + myit dai. 

3 人称複数（Shanhte：彼ら etc.） 用言語幹 + ma ai. 

 

 

（２） 指示語 

・ndai = これ、この～ 

・dai = それ、その～ 

・wora = （低い所の） あれ、あの～ 

・htaw ra = （高い所の） あれ、あの～ 

・ga ra = どれ、どの～ 

 



（３） 助詞 

・gaw = ～は、～が 

・mung = ～も 

・hpe = ～を 

・～na ・・・de = ～から・・・まで 

・sha = ～だけ 

 

・hte = ～で（道具）、～と（一緒） 

・a = ～の 

・nga nna = ～と（引用） 

・e = ～に 

 

 

（４） 疑問詞 

・hpa = 何 

・kadai = 誰 

・kaning = どのように 

・galoi = いつ 

・kanang = どこ 

・hpa majaw = なぜ

 

（５） A は B です = A gaw B rai ai. 

A は B ではありません = A gaw B n rai ai. 

A は B でした = Moi gaw A gaw B re ai 

A は B ではありませんでした = Moi gaw A gaw B n re ai 

A は B ですか？ = A gaw B rai n ta? （文章体） 

= A gaw B rai ai kun? （文章体） 

= A gaw B rai ai i? （会話体） 

= A gaw B i? （会話体） 



（解説） 

☆ rai ai は「～である」という意味の動詞である。 

☆ 否定文を作る際には、用言（動詞・形容詞）の前に n を置く。 

☆ 過去時制の文を書く際は、カチン語の用言には「過去形」が存

在しないため、moi「昔」など、時を表す副詞を文中に挿入すること

によって文全体を過去時制にする。 

☆ re ai は「そうである」という意味の形容詞である。日本人は「そう、

そう、そう」と相槌を打つが、カチン人は「Re, re, re」と相槌を打つ。 

 

（例文） 

・Ndai gaw hpa rai n ta? （これは何ですか？） 

・Ndai gaw ajum rai ai. （これは塩です） 

・Htaw ra gaw bum n rai ai. （あれは山ではありません） 

・Ndai shara gaw moi hka re ai. （この場所は川でした） 

・Ndai gaw moi shi a nta n re ai.  

（これは彼の家ではありませんでした） 

・Wora gaw kadai rai n ta? （あれは誰ですか？） 

・Na a laika gaw ga ra i? （あなたの本はどれですか？） 


